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教育実習訪問指導

2023年度の教育実習は、ほぼ当初の予
定通り実施された。許可が得られる限りに
おいて、専任教員が全ての実習校に訪問し
て参観と指導を行なった。沖縄県に関して
は同県在住の客員教員が訪問し、その所見
を共有して指導に当たった。実習地、教科、
期間は以下に示す通りである。
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介護等体験訪問指導

前年度と同様、岐阜県社会福祉協議会か
ら 3月 16日付で社会福祉施設体験を中止
とする通知が郵送されてきた。そこで、文
部科学省による 2月 28日付の通知に従い、
国立特別支援教育総合研究所が開設する免
許法認定通信教育の科目に係る教材を用い
た学修に取り組むよう全ての介護等体験履
修学生に 6月上旬に指示し、10月 31日ま
でにレポートを提出させた。
特別支援学校体験は、岐阜県教育委員会
から 5月 12日に電子メールで送付された
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実施要領に従い、5月 26日の介護等体験
第 6回の授業において希望調査を実施した。
全ての体験日程に通し番号を付し、部活
動や課外活動などの予定を考慮に入れて第
5希望までの学校と日程を予め考えてくる
よう指示した。そして、通し番号の範囲内
で作成した乱数順に希望を聴取した。この
方法が効を奏し、混乱も不満の声も全く出
ることなく各日程に割り当てられた定員に
収まるよう調整することができた。
実際の体験はオンラインと実地とに分か
れた。オンラインで実施されたのは 10月
5日から 6日にかけての岐阜県立長良特別
支援学校における体験のみであった。該当
する学生 2名を教職課程センターに集合さ
せて Cisco Webex Meetings によって参加さ
せた。その他の日程は実地体験となったた
め、教職課程担当教員が個別に電話をかけ、
許可が降りる限りにおいて各体験校に訪問
指導を行なった。
当初の履修者は 33名であったが、例年

になく辞退者が多く、本稿執筆中の 2023

年 12月 10日現在、履修を継続しているの
は 23名となっている。辞退の理由や背景
は様々であったとはいえ、教職課程履修学
生の中学校教員への動機や志望を高めてい
くための一層の工夫が求められよう。

教職指導とキャリア支援

これまで通り、教職指導とキャリア支援
に継続して取り組んだ。
電子履修カルテおよび管理パネルは既に
日常的な教職指導のなかに定着しており、
介護等体験や教育実習にかかる訪問指導の
所見や個々の教職課程履修学生の動向を定

例で開催されている教職課程センターの運
営にかかる会議の場で重要度に応じて共有
し、教職員の連携と教職指導の質の向上に
生かしている。

2023年度は、電子履修カルテおよび管
理パネルを機軸とした教職実践演習の実現
に向けて、シラバスの検討と授業内容の改
善にも取り組んだ。全学／各学科教員養成
理念に示された資質・能力が 4年間の教職
課程を通じてどれほど身に付いたか、現実
の学校教育において実際に起こりうる問題
や場面に即して省察できるような授業内容
に改善を図っているところである。電子履
修カルテの本格的な運用が開始された
2021年度入学者が 4回生となる 2024年度
における実現を目指して検討を進めている。
教職へのキャリア支援としては、教員採
用試験を想定した演習問題の定期的な配付
と朝日大学教職課程Moodleの運用を続け
ている。また、2023年度は教員採用試験
対策のための特別な予算が充当されたた
め、民間企業が実施する全国模試の受験料
や学内で開かれる TACによる特別講座の
受講料も全て無料とすることができた。

2023年 6月 28日には、教員採用試験に
おける面接や集団討論を想定した指導も実

面接・集団討論を想定した指導の様子
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施した。また 8月上旬には、例年通り、一
次試験を突破した者を対象に面接の練習と
講評、小論文の指導も集中的に行なった。
なお、2022年度後学期から開始した個
人面接の定期的な指導については、希望者
が集まりにくいことと、日程の調整や急な
変更にかかる教職課程担当教員の負担が重
くなることから、新年度の教職課程ガイダ
ンスでの周知に留め、希望者に応じて不定
期で実施するかたちへと変更した。
さらに、教職課程履修学生の個々のニー
ズを把握したうえで希望する勤務地の教員
採用試験や私立学校の採用に関する情報を
適宜提供したり、岐阜教育事務所学校職員
課が主催する講師等採用説明会を学内で開
催したりするなど、教職へのキャリア支援
にも引き続き取り組んでいる。

教職課程にかかる各種の研修

継続的なファカルティ・デベロップメン
ト（以下、FD）として、以下に述べる研
修会を教職課程センター内で開催した。
まず 2023年 5月 10日には、実務家教員
を対象に、学術論文を執筆するためのデー
タの取り方や文章の書き方について研究者
教員による講義を行なった。
また、2022年 12月 7日に実施した既報
のワークショップに続く FDとして、情報
機器を活用した教員養成教育の実現に向け
て、2023年 7月 13日に商業科の公開授業
を、9月 20日には保健体育科の授業実践
報告を、10月 12日に地理歴史科の公開授
業を、それぞれ行なった。
これら一連の FDでは、授業や報告の後

に意見交換の場も設け、各教科教育法の担

当教員を中心としてより効果的な情報機器
の活用の在り方について考察を深めた。そ
の成果の一端については、本号に実践報告
を掲載している。詳細については、そちら
を参照されたい。
以上の FDのほか、一般社団法人全国私
立大学教職課程協会（以下、全私教協）が
主催した 2023年 5月 18日の第 42回研究
大会にオンラインで参加したり、11月 18

日の研究交流集会に現地参加（中京大学名
古屋キャンパス）したりし、そこで得られ
た教育政策に関する最新の情報や教員養成
教育改革をめぐる諸動向について朝日大学
内での共有も図った。

教職課程自己点検評価の結果と展望

前年度にまとめた『2022年度朝日大学
教職課程自己点検評価報告書』は、2023

年 2月中旬に大友克之学長の決裁を受け、
3月にウェブサイト上で公開された。また、
同報告書を全私教協に提出したところ、審
査を経て受理されたとの報告が 4月 25日
にあり、5月 17日に認証証明書が届いた。
先述した全私教協が 11月 18日に主催し
た研究交流集会では、加盟校における実績

保健体育科の授業実践報告の様子
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や予定について大まかな報告がなされた。
そのなかで、今後の予定として 2年目も自
己点検評価に取り組むと回答した大学が多
数あることが示された。朝日大学でも、い
かなる周期で自己点検評価を実施していく
ことが現実的かつ建設的なのか、慎重に検
討する必要があるだろう。

高大連携・接続によるアクティブ・ラーニ
ング研究会の開催

2023年 2月 14日に第 10回研究会が朝
日大学 5号館 511教室において対面形式で
開催された。
当日は、まず、講師として招聘した岐阜
県立岐阜商業高等学校教諭の石川勝久氏と
補助者の古川翔也氏による、参加者を生徒
に見立てた模擬授業が実施された。参加者
たちが、配付されたタブレット端末にイン
ストールされた会計業務用のアプリケー
ションを用いて財務諸表を分析し、得られ
た結果から課題と解決策を考えるというア
クティブ・ラーニングの方案が提起され
た。その後、石川氏による授業設計におけ
る要点の解説と、それを踏まえた参加者と
の質疑応答と意見交換がなされた。
次に、中津商業高等学校教諭の野村康介
氏から、情報機器と情報通信技術を活用し
た商業科の授業実践に関する報告がなされ
た。教職 3年目の若手教員の視点から成果
と課題をどのように捉えているのか、また、
教師と生徒の双方に利点を生む最適化のは
かり方とはいかなるものかについて、実際
の生徒たちの様子や成果物が可能な範囲で
示されつつ提案がなされた。
岐阜県内の高等学校教員、教育行政職員、

朝日大学の教員と教職を志望する学生の合
計 40名の参加があり、成功裡に終えるこ
とができた。当日の詳細については末尾に
付した研究会通信を参照されたい。
最終回となる第 11回の研究会は、2024

年 2月 5日に開催する。福井大学教育・人
文社会系部門教員養成領域教師教育講座准
教授の遠藤貴広氏による基調講演をもと
に、アクティブ・ラーニングと学習評価の
問題について議論を深める予定である。

岐阜県立池田高等学校との交流事業

前年度の 2022年 10月 5日に締結された
教育連携協定に基づき、岐阜県立池田高等
学校（以下、池田高校）との交流事業に取
り組んできた。
既報の通り、2023年 2月 8日には、池
田高校で実施された 2022年度の学習の総
決算となる学年発表会に、教職課程履修学
生 8名、教職課程専任教員 7名が参加し、
各学級における助言や講評を行なった。
また 2023年度に入ると、まず、5月 31

日に教職課程履修学生 8名、教職課程専任
教員 6名が第 1回の交流事業に参加し、リ
クルート社が開発した教材「高校生 RING 

PLAN」を利用した 2年生のグループ内発
表に対して助言や支援を行なった。
次に 6月 27日には、第 2回連携協議会
を開催した。池田高校からは鈴木彰校長が、
朝日大学からは大友克之学長、田中聡事務
局長、教職課程専任教員 6名が参加し、
2022年度の事業報告と 2023年度の事業計
画について協議した。
続いて 9月 13日、再び池田高校で行な

われた交流事業に教職課程履修学生 8名と
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教職課程専任教員 7名が参加した。当日は、
自然科学、人文科学、国際理解、看護医療、
保育福祉、アート情報の各コースに分かれ
て 2年生が取り組んでいる課題発表に対し
て助言や支援を行なった。やや具体的には、
前述した「高校生 RING PLAN」を利用し
て、①「不便」や「不足」といった何らか
の「不」を解決したい人とその内容を設定
し、②解決した理想の状態を想像し、③具
体的な解決策を構想し、④その解決策を世
の中のサービスとしてどう成立させるかを
考察するという手順で高校生が発表し、そ
れに対して大学生が助言や支援を行なう、
というものであった。
その後、11月 1日にも教職課程履修学
生 8名と教職課程専任教員 6名が池田高校
を訪問した。この日は、池田町の基本施策

である「自然と調和し輝き続けるまち創造
プラン」に基づいて、2年生がコース別の
新たな課題を決定することを目指した。大
学生は、その課題設定と発表資料の作成に
対して助言と支援を行なった。
また 11月 9日には、教職課程を履修し
ている法学科 3年生 4名、経営学科 3年生
4名、教職課程専任教員 4名が、池田高校
の公開授業週間に合わせて授業を見学し
た。法学科の学生は「歴史総合」と「公共」
の、経営学科の学生は「情報 A」の授業を、
それぞれ参観し、授業の設計や手法、生徒
への対応の仕方などについて学んだ。2024

年度に予定している教育実習に向けて、学
校教育現場の雰囲気を知る機会になった。
その他にも 11月 14日に、鈴木校長の厚
意により、池田高校の 40周年を記念して
開催された、植松電機代表取締役の植松努
氏による「思うは、招く」と題した講演会
に教職課程専任教員 1名が参加した。
今後は、2024年 2月 8日に池田高校で

行なわれる学年課題発表会に参加し、これ
までの交流の成果を総括する予定である。

大垣市立東中学校との交流事業

前年度と同様に、2023年度も大垣市立
東中学校が夏季休業期間中に実施する学習
支援活動「サマースクール in 東中」への
参加依頼があった。
そこで、8月 3日の活動に教職課程履修

学生 6名（教育実習を控えている 4年生 1

名、3年生 5名）と教職課程専任教員 1名が、
同じく 4日の活動に学生 7名（教育実習を
控えている 4年生 1名、3年生 6名）と教
員 1名が、それぞれ参加した。両日ともに

第2回連携協議会の様子

 
参加した学生と教員（池田高校玄関にて）
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午前中のみという限られた時間ではあった
が、宿題に取り組む中学生から出された質
問に対して、どの学生も真 な態度で指導
や助言を行なっている姿がとても印象的で
あった。
このような中学生への学習支援活動を通
じて、参加した学生からは「大学で学ぶ知
識だけでなく、実際に人に教えることにも
慣れていきたい」「学習支援活動に携わる
ことで自分の自信に繋がった」との声を聞
くことができた。教職課程履修学生にとっ
て、教育実習に向けての改善点を見いだす
とともに、教職への志望を高める良い機会
ともなった。

朝日大学エクステンション・カレッジの運営

長く続いた、いわゆるコロナ禍も一定の
落ちつきを見せ、2023年度は大きな混乱
もなく全ての講座を開講できた。実績は以
下の通りである。受講者は前期 201名、後
期 181名で、前年度を上回る盛況となった。
複数の講座を同時に受講する人や、同一
の講座を前年度に続いて再度受講する人も
現れており、この取組が、社会的関心や向
学心の強い市民にとって有意義なものとし
て認知されてきていることが窺える。
今後も、より幅広い学部学科の教員に積極

的な開講を呼びかけることで、質と量の両面
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2023年度朝日大学エクステンション・カレッジ開講実績
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から充実を図っていく必要がある。そのため
には、やはり報酬の面も含めた講座担当者へ
の待遇の改善にも努める必要があるだろう。

教職課程履修学生数と過去5年間の教員
免許状の取得状況

最後に 2023年度の教職課程履修学生数
と過去 5年間の教員免許状の取得状況につ

いて報告しておきたい。2023年 12月 10

日現在、電子履修カルテの管理パネル上の
名簿に掲載されている人数は以下の通りで
ある。なお、大学院生および科目等履修生
で教職課程を履修している者はいなかった。

16 10 6 9 41 

12 6 5 5 28 

55 26 26 24 131 

83 42 37 38 200 

2023年度教職課程履修学生数（2023年 12月 10日現在）

5  8 4 13  0 0 0 0 30 22 

0  0 0 11  0 0 0 0 11 11 

1 20 6 6 4 29 0 0 0 0 66 39 

7 24 7 9 7 34 0 0 0 0 88 50 

9 23 10 10 6 36 0 0 1 0 95 53 

22 67 31 29 41 99 0 0 1 0 290 175 

328 67 317 350 363 99 4 2 5 1 1638 926 

過去5年間の教員免許状の取得状況（2023年 12月 10日現在）
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「研究会通信」第19号（2023年 1月）
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「研究会通信」第20号（2023年 2月）
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